
山
梨
県
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報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

四
九

木 曜 日

第
七
号

　

令
和
元
年

五
月
三
十
日　

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
道
路
の
供
用
開
始
（
七
件
）	

四
九

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定
（
二
件
）	

五
〇

○
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
売
り
さ
ば
き
場
所
の
変
更	

五
一

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請	

五
一

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
（
二
件
）	

五
一

○
公
共
測
量
の
終
了	

五
五

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

五
六

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

甲
府
市
川
三

郷
線

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
長
登
路

四
三
三
九
番
二
地
先
か
ら

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
長
登
路

九
九
四
番
三
地
先
ま
で

一
一
五
・
五

令
和
元
年
六

月
六
日

山
梨
県
告
示
第
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

韮
崎
増
富
線

北
杜
市
明
野
町
小
笠
原
字
出
口
二

〇
〇
五
番
一
地
先
か
ら

北
杜
市
明
野
町
小
笠
原
字
堤
沢
二

九
五
二
番
六
地
先
ま
で

一
六
〇
・
〇

令
和
元
年
五

月
三
十
日

山
梨
県
告
示
第
二
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

長
坂
高
根
線

北
杜
市
高
根
町
村
山
西
割
字
大
正

寺
九
八
六
番
四
地
先
か
ら

北
杜
市
高
根
町
村
山
西
割
字
権
現

ノ
木
二
六
八
五
番
三
地
先
ま
で

一
〇
五
・
八

令
和
元
年
五

月
三
十
日

山
梨
県
告
示
第
二
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎



山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
〇

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

笛
吹
市
川
三

郷
線

笛
吹
市
御
坂
町
竹
居
字
仁
王
一
一

四
四
番
一
地
先
か
ら

笛
吹
市
御
坂
町
竹
居
字
楞
巖
七
九

一
番
一
地
先
ま
で

一
一
〇
・
三

令
和
元
年
五

月
三
十
一
日

山
梨
県
告
示
第
二
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	
山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

一
般
国

道

百
三
十
九
号

北
都
留
郡
小
菅
村
字
タ
ノ
モ
ク
リ

三
四
九
四
番
一
地
先
か
ら

北
都
留
郡
小
菅
村
字
タ
ノ
モ
ク
リ

三
四
七
二
番
一
地
先
ま
で

九
五
・
七

令
和
元
年
五

月
三
十
日

山
梨
県
告
示
第
二
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

四
日
市
場
上

野
原
線

都
留
市
井
倉
字
沢
戸
八
五
六
番
五

地
先
か
ら

都
留
市
与
縄
字
日
影
一
二
四
五
番

二
地
先
ま
で

八
九
・
四

令
和
元
年
五

月
三
十
日

�

山
梨
県
告
示
第
二
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
六
月
二
十
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

戸
沢
谷
村
線

都
留
市
法
能
字
中
野
二
四
九
〇
番

一
地
先
か
ら

都
留
市
法
能
字
中
野
二
四
八
七
番

一
地
先
ま
で

七
〇
・
九

令
和
元
年
五

月
三
十
日

山
梨
県
告
示
第
二
十
五
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
の
年
月
日　

令
和
元
年
五
月
二
十
二
日

二　

指
定
道
路
の
位
置　

南
ア
ル
プ
ス
市
加
賀
美
字
八
丁
二
千
九
百
七
十
三
番
四

三　

指
定
道
路
の
幅
員　

最
大
六
・
〇
二
メ
ー
ト
ル　

最
小
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四　

指
定
道
路
の
延
長　

五
十
八
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
二
十
六
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
の
年
月
日　

令
和
元
年
五
月
二
十
三
日

二　

指
定
道
路
の
位
置　

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
字
立
石
下
二
千
五
百
九
十
四
番
八

　

五
〇



山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
一

三　

指
定
道
路
の
幅
員　

最
大
六
・
〇
一
メ
ー
ト
ル　

最
小
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四　

指
定
道
路
の
延
長　

四
十
八
・
八
一
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
二
十
七
号

　

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
し
た
山
梨
県
収
入
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
場
所
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
変
更
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

売
り
さ
ば
き
場
所

住　
　

所

氏　
　

名

変
更
年
月
日

変
更
前

変
更
後

富
士
吉
田
市
松
山

五
丁
目
十
番
十
三

号
（
富
士
吉
田
警

察
署
内
）

富
士
吉
田
市
旭
一

丁
目
五
番
一
号

（
富
士
吉
田
警
察

署
内
）

富
士
吉
田
市
旭

一
丁
目
五
番
一

号

一
般
財
団
法
人

山
梨
県
交
通
安

全
協
会
富
士
吉

田
支
所　

支
所

長　

渡
邉
日
出

男

平
成
三
十
一
年

四
月
一
日

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県
民
情
報
セ

ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　

令
和
元
年
五
月
二
十
二
日

二�　

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　

1　

名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
づ
く
り
Ｍ
ｏ
ｓ
ｓ
ａ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

　

2　

代
表
者
の
氏
名　

飯
島
正
剛

　

3　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
中
野
二
千
五
百
二
十
六
番
地
一

　

4
�　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　

こ
の
法
人
は
、
地
域
を
主
対
象
と
し
て
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
市

民
、
行
政
、
企
業
及
び
諸
団
体
等
と
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化
に
か
か
る
諸
課
題
に
つ
い
て
ま
ち

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
・
し
く
み
づ
く
り
を
行
い
、
も
っ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

縦
覧
期
間　

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
四
日
ま
で

◉　

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
差
出

堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

退
任

役
職
名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　

所

退　

任　

年　

月　

日

理
事
長

代
永
勲

山
梨
市
万
力
九
百
七
十
七
番
地
一

令
和
元
年
五
月
十
三
日

理
事

山
内
岩
男

笛
吹
市
石
和
町
松
本
五
百
三
十
七

番
地

同

同

幡
野
利
保

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
二
百
三
十

番
地
一

同

同

金
井
比
芳

山
梨
市
万
力
千
四
百
四
十
七
番
地

同

同

椋
田
茂

山
梨
市
万
力
二
千
三
番
地

同

同

佐
藤
秀
男

山
梨
市
万
力
千
二
百
七
十
五
番
地

一

同

同

山
下
一
公

山
梨
市
正
徳
寺
千
百
三
十
一
番
地

一

同



山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
二

同

三
森
隆
次

山
梨
市
上
岩
下
七
十
九
番
地

同

同

高
橋
達
雄

山
梨
市
落
合
二
百
六
十
八
番
地
一

同

同

雨
宮
美
雄

山
梨
市
山
根
千
二
百
七
十
五
番
地

同

同

加
藤
直
樹

笛
吹
市
春
日
居
町
桑
戸
七
百
三
十

八
番
地
一

同

同

小
林
隆
生

笛
吹
市
春
日
居
町
下
岩
下
五
百
六

番
地

同

同

生
原
洋
征

笛
吹
市
春
日
居
町
加
茂
百
九
十
五

番
地

同

同

原
田
員
男

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
千
五
百
四

番
地
一

同

同

吉
岡
幸
雄

笛
吹
市
春
日
居
町
徳
条
十
三
番
地

五

同

同

萩
原
尉
暢

笛
吹
市
春
日
居
町
熊
野
堂
三
百
七

十
九
番
地

同

同

三
枝
攻

笛
吹
市
石
和
町
松
本
七
百
三
十
九

番
地

同

同

市
川
雅
文

甲
府
市
横
根
町
九
百
九
十
四
番
地

一

同

同

渡
辺
節

甲
府
市
和
戸
町
四
百
四
十
七
番
地

三

同

同

望
月
典
雄

甲
府
市
川
田
町
五
百
五
十
七
番
地

三

同

同

中
村
儀
仁

山
梨
市
万
力
二
千
百
四
十
五
番
地

二
十
七

同

監
事

大
沢
孝
徳

山
梨
市
上
岩
下
千
五
十
四
番
地

同

同

中
澤
新

笛
吹
市
春
日
居
町
別
田
四
百
九
十

番
地

同

同

杉
原
正
芳

甲
府
市
桜
井
町
七
百
五
十
四
番
地

同

二　

就
任

役
職
名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　

所

就　

任　

年　

月　

日

理
事
長

佐
藤
秀
男

山
梨
市
万
力
千
二
百
七
十
五
番
地

一

令
和
元
年
五
月
十
四
日

理
事

吉
岡
幸
雄

笛
吹
市
春
日
居
町
徳
条
十
三
番
地

五

同

同

原
田
員
男

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
千
五
百
四

番
地
一

同

同

武
井
武

山
梨
市
万
力
七
百
三
十
五
番
地
三

同

同

金
井
比
芳

山
梨
市
万
力
千
四
百
四
十
七
番
地

同

同

辻
正
敬

山
梨
市
万
力
九
百
三
十
九
番
地
四

同

同

米
倉
貢

山
梨
市
正
徳
寺
七
百
六
十
八
番
地

同



山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
三

同

三
森
隆
次

山
梨
市
上
岩
下
七
十
九
番
地

同

同

丸
山
俊
雄

山
梨
市
落
合
八
百
二
十
二
番
地

同

同

深
沢
三
千
男

山
梨
市
山
根
千
十
番
地

同

同

大
澤
孝
徳

山
梨
市
上
岩
下
千
五
十
四
番
地

同

同

北
山
資
朗

笛
吹
市
春
日
居
町
別
田
五
百
六
十

六
番
地

同

同

関
裕
之

笛
吹
市
春
日
居
町
桑
戸
九
百
二
十

二
番
地

同

同

平
林
修

笛
吹
市
春
日
居
町
別
田
六
百
三
十

三
番
地

同

同

窪
田
公
喜

笛
吹
市
春
日
居
町
国
府
五
十
一
番

地
二

同

同

飯
田
政
文

笛
吹
市
春
日
居
町
寺
本
百
七
十
七

番
地

同

同

小
川
美
人

笛
吹
市
春
日
居
町
熊
野
堂
五
百
十

四
番
地

同

同

三
枝
攻

笛
吹
市
石
和
町
松
本
七
百
三
十
九

番
地

同

同

市
川
雅
文

甲
府
市
横
根
町
九
百
九
十
四
番
地

一

同

同

望
月
典
雄

甲
府
市
川
田
町
五
百
五
十
七
番
地

三

同

同

杉
原
正
芳

甲
府
市
桜
井
町
七
百
五
十
四
番
地

同

同

辻
正
清

山
梨
市
万
力
千
百
三
十
二
番
地

同

監
事

渡
辺
節

甲
府
市
和
戸
町
四
百
四
十
七
番
地

三

同

同

標
満

笛
吹
市
石
和
町
松
本
百
二
十
五
番

地

同

同

山
下
一
公

山
梨
市
正
徳
寺
千
百
三
十
一
番
地

同

◉　

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
初
狩

土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

退
任

役
職
名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　

所

退　

任　

年　

月　

日

理
事
長

小
林
正
幸

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
百
六
十
四

番
地
八

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日

副
理
事
長

中
村
忠
明

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
千
八
十

一
番
地

同

同

小
林
正
章

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
二
十

五
番
地

同

理
事

渡
辺
義
朗

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
二
百
二
十

五
番
地
三

同



山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
四

同

藤
本
巌

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
千
三
百

八
十
三
番
地

同

同

奈
良
茂
徳

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
百
十
二

番
地

同

同

山
中
孝
司

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
百
九
十

四
番
地

同

同

藤
本
寿
之

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
百
九
十

一
番
地

同

同

小
林
忠
人

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
千
八
百
五

十
九
番
地

同

同

西
川
嘉
男

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
百
七
十
七

番
地

同

同

杉
本
誠
一

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
四
百
九
十

二
番
地

同

同

小
林
由
雄

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
五
百
三
番

地
一

同

同

渡
辺
隆
久

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
三
百
七
十

二
番
地
一

同

同

小
林
高
志

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
七
百
三
十

三
番
地

同

同

杉
本
和
則

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
七
十

四
番
地

同

同

小
林
孝
彦

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
八
十

同

番
地

同

小
林
一
康

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
十
八

番
地

同

同

中
村
正
明

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
千
百
八

番
地

同

同

小
林
春
樹

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
千
八
十

番
地

同

監
事

佐
藤
岳
仙

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
二
千
七
百

五
十
二
番
地

同

同

赤
松
英
一
郎

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
千
八
百
六

十
四
番
地

同

同

岡
田
光
市

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
百
五
十
番

地
三

同

二　

就
任

役
職
名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　

所

就　

任　

年　

月　

日

理
事
長

小
林
正
幸

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
百
六
十
四

番
地
八

令
和
元
年
五
月
一
日

副
理
事
長

中
村
忠
明

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
千
八
十

一
番
地

同

同

小
林
正
章

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
二
十

五
番
地

同

理
事

天
野
由
郎

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
二
百
二
十

同



山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
五

番
地

同

杉
本
章
二

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
千
百
四

十
三
番
地

同

同

山
中
孝
司

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
百
九
十

四
番
地

同

同

藤
本
寿
之

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
百
九
十

一
番
地

同

同

小
林
富
士
夫

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
二
千
六
十

五
番
地

同

同

小
林
忠
人

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
千
八
百
五

十
九
番
地

同

同

柴
田
栄
治

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
百
六
十

番
地
二

同

同

小
林
由
雄

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
五
百
三
番

地
一

同

同

渡
辺
隆
久

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
三
百
七
十

二
番
地
一

同

同

小
林
久
雄

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
四
百
八
十

四
番
地

同

同

小
林
孝
彦

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
八
十

番
地

同

同

小
林
高
志

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
七
百
三
十

三
番
地

同

同

杉
本
和
則

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
七
十

四
番
地

同

同

小
林
一
康

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
十
八

番
地

同

同

小
林
一
敏

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
八
百
十
六

番
地

同

同

中
村
正
明

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
千
百
八

番
地

同

同

小
林
春
樹

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
二
千
八
十

番
地

同

監
事

岡
田
光
市

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
百
五
十
番

地
三

同

同

赤
松
英
一
郎

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
千
八
百
六

十
四
番
地

同

◉　

公
共
測
量
の
終
了

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
富
士
川
砂
防
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測

量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎　
　

一　

測
量
の
種
類　

公
共
測
量
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
測
量
（
地
図
情
報
レ
ベ
ル
五
百
）
）

二　

測
量
の
地
域　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
内

三　

測
量
の
期
間　

平
成
三
十
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
元
年
五
月
十
五
日
ま
で



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報　
　

第
七
号　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

五
六

　
　
　
　
　
　

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

　

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
五
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

井　

出　
　

與
五
右
衞
門　
　

　
　
　

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
二
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
中
「
皇
后
」
を
「
皇
后
、
上
皇
、
上
皇
后
」
に
、
「
若
し
く
は

皇
太
子
妃
」
を
「
、
皇
太
子
妃
、
皇
嗣
若
し
く
は
皇
嗣
妃
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規

則
の
規
定
は
、
令
和
元
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。


